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令和５年度「なでしこ銘柄」の募集概要
l なでしこ銘柄は、平成24年度より、経済産業省と東京証券取引所が共同で実施。 
l 「⼥性活躍推進」に優れた上場企業を、「中⻑期の企業価値向上」を重視する魅⼒ある銘柄として選定。企業

の⼥性活躍への取組に対する投資家の注⽬を⾼めることで、各社の取組の加速化を図る。
l 12回⽬の今年度は、「採⽤から登⽤までの⼀貫したキャリア形成⽀援」と「共働き・共育てを可能にする男⼥問

わない両⽴⽀援」を両輪で進める企業を「なでしこ銘柄」として最⼤30社程度選定する。
l 加えて、「共働き・共育てを可能にする男⼥問わない両⽴⽀援」に優れた企業を、新たに「Nextなでしこ 共働

き・共育て⽀援企業」として20社程度選定する。

いずれかのみの応募、あるいは両⽅に応募、どちらのパターンでも応募が可能

■ 令和5年度の「なでしこ銘柄」
「Nextなでしこ 共働き・共育て⽀援企業」のポイント
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■ 調査票の構成

b.なでしこ銘柄調査票（Word調査票）

４ 経営戦略と紐づいた⼥性活躍に向けた取組
（定性情報・記述式）

a.共通調査票項⽬（Excel調査票）

1 キャリア形成⽀援の推進状況に関する項⽬（定量情報）

2 共働き・共育て（両⽴⽀援）の推進状況に関する項⽬（定量情報）

3 経営戦略と紐づいた共働き・共育て（両⽴⽀援）に向けた取組（定性情報・選択式）

■ 募集期間
令和5年9⽉27⽇（⽔）〜令和5年11⽉9⽇（⽊）16時



p 昨年度に引き続き、経営戦略と⼥性活躍を含む⼈材戦略の結びつき 及び⾮財務情報開⽰を
重視します
u ⾃社の経営戦略の中で⼥性活躍をどう位置付け、その取組の成果をどのように企業価値につなげている

か、企業独⾃のストーリーや情報開⽰の考え⽅を評価対象とします。
u 情報開⽰の重要性に鑑み、回答企業の⼥性役員⽐率等の定量情報と、「なでしこ銘柄」選定企業の

経営戦略における⼥性活躍の位置づけ等の定性情報を公開します。

p 共働き・共育て⽀援（男⼥問わない両⽴⽀援）に関する項⽬を評価対象として拡充します
u 企業価値向上につながる⼥性活躍のためには、「採⽤から登⽤までの⼀貫したキャリア形成⽀援」と、

「共働き・共育て⽀援（男⼥問わない両⽴⽀援）」を両輪で進めることが重要です。
u 今年度は、「共働き・共育て⽀援（男⼥問わない両⽴⽀援）」に関する項⽬を拡充し、評価対象とし

ます。

p 業種分類及び選定企業数の⾒直しを⾏います
u 令和4年度は17業種から1社ずつ17社を選定しましたが、⼥性活躍に関して優れた取組を⾏う企業が

適切に資本市場から評価されるように、令和5年度は18業種から最⼤30社程度を選定します。（詳
細P13）

令和5年度「なでしこ銘柄」選定のポイント
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p 以下に基づき、最⼤30社程度を選定します。



p ⼥性活躍推進に向け、「共働き・共育て」を可能にする男⼥問わない両⽴⽀援を⾏っているかを重
視します
u 前提として、希望する働き⽅やライフイベントは⼈によって様々で、どんな選択も尊重されるべきですが、出

産・育児等を希望する⼥性のキャリアの中断は、⼥性活躍が進まない要因の１つとなっています。
u その解消のためには、 前述の通り、キャリア形成⽀援と両輪で、「共働き・共育て」を可能にする男⼥問わ

ない両⽴⽀援の取組を進める必要があります※ 。このため、こうした取組を⾏う企業を「Nextなでしこ 共
働き・共育て⽀援企業」として令和5年度から新たに選定します。

u 企業価値向上につながる⼥性活躍のためには、共働き・共育て⽀援（両⽴⽀援）のみならず、キャリア形
成⽀援も両輪で⾏う必要があるため、キャリア形成⽀援についても⼀定程度評価の対象とします。

p 「共働き・共育て」の選択がしやすい企業は、全ての従業員にとって働きやすい企業です
u 「共働き・共育て」の選択がしやすい企業は、「共働き・共育て」という選択に限らず、⾃分が望む働き⽅

を選択できる、働きやすい企業でもあります。
u 共働き・共育てに特化した⽀援のみならず、全ての従業員が働きやすい環境づくりや、全ての従業員が⾃

律的にキャリアを形成しやすい環境づくりもあわせて⾏っていることを評価対象とします。

「Nextなでしこ 共働き・共育て支援企業」選定のポイント
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※【共働き・共育て社会の実現に向けた取組の加速】
・令和5年6⽉「こども未来戦略⽅針」において、令和7年までに男性の育児休業取得率50％へと数値⽬標が引き上げられ、各家庭・個⼈のライフイベ
ントに合わせた働きやすさの改善への取組が加速しています。
（https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kodomo_mirai/pdf/kakugikettei_20230613.pdf）
・令和5年6⽉「⼥性版⾻太の⽅針2023」おいても「男⼥ともに希望に応じてキャリア形成できる社会の実現」に向けた取組強化が求められています。
（https://www.gender.go.jp/policy/sokushin/pdf/sokushin/jyuten2023_honbun.pdf）

p 以下に基づき、20社程度を選定します。

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kodomo_mirai/pdf/kakugikettei_20230613.pdf
https://www.gender.go.jp/policy/sokushin/pdf/sokushin/jyuten2023_honbun.pdf
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（参考）令和６年度概算要求



多様な⼈材の活躍による企業価値向上促進事業
令和6年度概算要求額５．０億円（６.０億円）

事業の内容 事業スキーム（対象者、対象⾏為、補助率等）

事業⽬的
産業構造が急速に転換する中で持続的な経済成⻑を実現する
には、多様な⼈材の活躍によりイノベーションを創出し、企業価値
を向上させていくことが不可⽋である。このため、本事業により、多
様な経験・発想を持った⼈材が活躍できる環境を整備する。
具体的には、出向等の形で⾃ら起業する⼈材への⽀援や、フェム
テック等の活⽤後押しによる⼥性の両⽴⽀援など、様々な⼈材の
活躍に向けた環境整備を講ずることで、多様な⼈材の活躍に向
けた企業組織の変⾰を促し、「個」・「組織」の両⾯から、新事業
創出や企業価値向上を⽬指す。

（1）経済産業政策局産業⼈材課
（2）経済産業政策局経済社会政策室

成果⽬標
（１）（２）の各事業において、以下の達成を⽬指す。
（１）出向起業スタートアップの累積創出件数が50社以上と
なることを⽬指す。
（２）フェムテック等サポートサービス実証事業費補助事業にお
けるプレゼンティーイズムの損失割合が40％以下となることを⽬指
す。

事業概要
（１）出向起業補助⾦
⼤企業等の⼈材が出向等の形で、⾃ら起業する場合に事業費
への補助等を実施する。
（２）フェムテック等の利活⽤による⼥性活躍の促進
健康課題を抱える⼥性の就労継続のため、フェムテック事業者、
企業、地⽅⾃治体等が実施するフェムテックの利活⽤に係る実
証事業に対する補助を⾏う。

（１）補助
（1/2、2/3）

⺠間企業等 ⺠間企業等国
補助
（定額）

（１）、（２）

（２）補助
（2/3）

※（１）、（２）は事業概要説明内の各項⽬を指す。



7（注）令和6年度経済産業省概算要求のPR資料⼀覧:⼀般会計より該当事業を抜粋


